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第151回 日商簿記検定試験 ３級 第３回模擬問題 －商業簿記－  問題用紙  

 本模擬問題における問題等の著作権はすべて東京CPA会計学院に帰属します。無断転載・二次利用は固く禁止いたします。  

 

第１問（20点） 

次の各取引について仕訳を示しなさい。ただし、勘定科目は、次の中から最も適当と思われるものを選ぶこと。 

支 払 地 代  貸 倒 引 当 金  現 金  小 口 現 金 

支 払 利 息  旅 費 交 通 費  前 受 金  通 信 費 

雑 費  前 払 金  消 耗 品 費  給 料 

売 上  従 業 員 立 替 金  未 払 利 息  売 掛 金 

発 送 費  普 通 預 金  貸 倒 損 失  土 地 

 

 １．店舗の駐車場として利用している土地は、１か月当たり￥50,000の条件で借りている土地であり、その年

間賃借料を本日、普通預金から支払った。 

 ２．得意先が倒産したため、前期に発生した売掛金￥300,000を減額する。ただし、売掛金のうち￥200,000は

かねて受け取っていた手付金と相殺し、残額を貸倒れとする。貸倒時点の貸倒引当金残高は￥50,000である。 

 ３．齊藤商店は小口現金制度（常備資金￥30,000）を採用している。本日、未決済の経費について次の報告を

受け、必要額を普通預金口座から補給した。ただし、交通機関運賃については、全額を従業員が立て替えて

おり（立て替えの会計処理は行われていない）、小口現金の補給と同時に普通預金口座から決済した。 

    交通機関運賃 ￥30,000 販売商品の発送費 ￥10,000 茶菓子代 ￥5,000 

 ４．得意先東北商店から売掛金￥120,000を現金で回収したさい、誤って掛売上の仕訳を行い、かつ金額を

￥125,000としていたことが判明したので、本日これを訂正する。 

 ５．前期の決算において未払費用￥20,000を計上していたので、本日（当期首）、再振替仕訳を行った。 

 

 

第２問（15点） 

 下記の商品有高帳（一部）、売上帳の記入および⑴～⑵の資料にもとづいて、答案用紙の各日付の仕訳を示し

なさい。なお、勘定科目は、次に示すものを用いること。各日付の取引は、下記の各帳簿にすべて記入されてお

り、資料以外の事項を考慮する必要はない。 
 

仕入  売上  当座預金  現金  買掛金  売掛金  前受金  発送費  受取手形 

 

 商 品 有 高 帳 （ 一 部 ）  

移動平均法 Ａ 商 品 単位：個 

平成 
30 年 

摘 要 
受  入 払  出 残  高 

数量 単価 金 額 数量 単価 金 額 数量 単価 金 額 

１ １ 前 月 繰 越 200 1,230 246,000    200 1,230 246,000 

 ３ 掛 仕 入 れ 800 ？ ？    ？ ？ 1,250,000 

             

 売 上 帳  

   平成 
30 年 

摘      要 金   額 

１ 10 大分商店    500個  ＠￥2,000         掛 1,000,000 

 15 熊本商店    200個  ＠￥2,100       小切手 420,000 

 23 大分商店    100個  ＠￥2,000    10日分掛返品 200,000 

 30 熊本商店    300個  ＠￥2,300   手付金充当／掛 690,000 
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⑴ 当店では、Ａ商品のみを取り扱っており、Ａ商品は 100個当たり￥5,000の輸送費が生じる。仕入時の輸

送費は、仕入時に小切手を振り出して当店が負担し、販売時の輸送費（発送費）は着払いで得意先が負担す

る。ただし、返品時の輸送費（発送費）は、着払いで当店が負担する。 

 

 ⑵ 得意先は大分商店と熊本商店のみであり、熊本商店は本年の１月から取引を開始している。売掛金の月初

残高は￥200,000、月末残高は￥900,000である。なお、17日に大分商店から売掛金の回収として受取手形

￥500,000を受け入れている。 

 

 

第３問（30点） 

 平成30年12月のすべての取引は、以下の主要な勘定記録（一部推定あり）および付記事項のとおりである。こ

れらの資料と答案用紙の情報にもとづいて、平成30年12月１日および同月31日における残高試算表を完成しなさ

い。なお、勘定への12月中の転記については、相手勘定科目が複数の場合であっても摘要を「諸口」とせず個別

の勘定科目を用いて示している。 

 

12月中の主要な勘定記録 

 

現     金  当 座 預 金 

前月までの合計 1,600,000 前月までの合計 1,160,300  前月までの合計 4,000,000 前月までの合計 2,720,000 

当 座 預 金 160,000 仕 入 32,000  売 上 240,000 仕 入 160,000 

前 受 金 ？  所得税預り金 ？   受 取 手 形 ？  支 払 手 形 160,000 

  発 送 費 12,000  売 掛 金 320,000 買 掛 金 240,000 

  給 料 296,000    現 金 ？  

  前 払 金 ？     通 信 費 33,600 

       水道光熱費 32,000 

受 取 手 形    支 払 家 賃 48,000 

前月までの合計 1,760,000 前月までの合計 1,520,000      

売 上 400,000 当 座 預 金 240,000  売  掛  金 

売 掛 金 ？     前月までの合計 2,500,000 前月までの合計 2,200,000 

     売 上 ？  売 上 48,000 

支 払 手 形    当 座 預 金 ？  

前月までの合計 800,000 前月までの合計 960,000    受 取 手 形 ？  

当 座 預 金 ？  仕 入 200,000    貸 倒 損 失 ？  

  買 掛 金 80,000      

付記事項 

 ア．仕入れによる手付金の相殺  ￥ 64,000 

 買  掛  金 

 前月までの合計 1,600,000 前月までの合計 1,800,000 

 当 座 預 金 240,000 仕 入 390,000 

 支 払 手 形 ？    

 仕 入 32,000   

 イ．売上げによる手付金の相殺  ￥ 96,000 

 ウ．源泉徴収所得税の現金納付額 ￥ 7,500（所得税額は、給料から源泉徴収している） 

 エ．12月中に備品の一部を売却し、適切に処理している。なお、売却代金は翌月に受け取る。 

 オ．前期発生の売掛金￥13,000が貸倒れたため、貸倒時に全額を貸倒損失に計上した後、適切に処理した。 
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第４問（８点） 

 次の資料にもとづいて、平成29年および平成30年における決算整理後の備品勘定と備品減価償却累計額勘定の

残高を計算しなさい。なお、減価償却費は耐用年数５年、残存価額をゼロとした定額法により、月割計算で算定

する。 

 

 平成29年５月１日 備品￥  ？ を購入し、代金は小切手を振り出して支払った。 

     ７月１日 備品￥300,000を購入し、代金は翌月支払いとした。 

 平成30年６月１日 備品￥300,000を購入し、代金は小切手を振り出して支払った。 

     ８月31日 平成29年５月１日に購入した備品を￥170,000で売却し、売却損￥6,000を計上した。 

      

 

第５問（27点） 

 次の⑴ 決算整理前残高試算表と⑵ 決算整理事項等ならびに答案用紙の記入にもとづき、貸借対照表と損益計

算書を完成しなさい。なお、会計期間は平成30年１月１日から平成30年12月31日までの１年間とし、金額は月割

計算で算定する。 

 

⑴ 決算整理前残高試算表 

 残高試算表   

⑵ 決算整理事項等 

 

１．現金の手元有高と帳簿有高が一致せず、原因が判

明しなかったため、適切な処理を行っている。 

 

２．仮受金は、全額得意先に対する売掛金の回収額で

あった。 

 

３．受取手形および売掛金の期末残高に対して、同じ

割合で貸倒れを見積もっている。 

 

４．備品について、定額法により耐用年数を６年とし

て減価償却を行っている。なお、備品のうち

￥120,000は、平成29年10月１日に取得したものであ

り、残りは平成28年１月１日に取得したものである。 

 

５．貸付金は平成30年９月１日に貸付期間１年、年利

率３％で貸し付けたもので、利息は元金とともに返

済時に受け取ることになっている。 

平成30年12月31日 

借 方 勘定科目 貸 方 

102,000 現 金  

270,000 当 座 預 金  

370,000 受 取 手 形  

300,000 売 掛 金  

250,000 繰 越 商 品  

？  貸 付 金  

？  備 品  

 支 払 手 形 450,000 

 買 掛 金 333,000 

 仮 受 金 ？  

 貸 倒 引 当 金 8,000 

 備品減価償却累計額 245,000 

 資 本 金 1,000,000 

 売 上 4,114,000 

 受 取 手 数 料 12,000 

？  仕 入  

300,000 給 料  

450,000 支 払 家 賃  

10,000 水 道 光 熱 費  

6,212,000  6,212,000 

 

 


